東京都青少年健全育成条例改正問題

【東京都青少年健全育成条例】とは

「東京都当局が青少年に悪影響を及ぼすと判断したいわゆる不健全図書の販売を規制する」条例。


【非実在青少年】とは

東京都当局の新造語。年齢設定が18歳未満である少年・少女のキャラクターの事です。

※設定上１８歳以上でも、『１８歳未満に見える』と判断されればアウトです。
　早熟幼女・ロリババアなどもアウト。


規制されるのは★漫画、アニメ、ゲーム、映画、小説、つまり全ジャンル
　　　  　　 ★成人向けから一般向けまで全ての作品
　　　　　　 ★声優の演技までも

　　　　　   ★同人誌や同人ソフトも対象

　　　　　　 ★もちろんBLも例外ではありません

『東京都の規制だから他県には関係ないのでは？（・ω・）』

厄介な事に、規制の影響は全国に及びます。都当局から不健全図書と処断された作品は、流通会社が取り扱わなくなる為に他県での販売も難しくなる／できなくなる！


少しでも「おかしい」と思う方、どうか一人でも多く、反対活動に協力してください。

もし都当局が示した原案通りに都条例が改正された場合、少年・少女のキャラクターの


下着姿・裸体姿・性描写が含まれた作品のうち、都当局から「不健全」と裁定されたものは


「不健全図書」として販売中止などの規制を受ける事になります。








先日、石原慎太郎都知事と都当局は、今年3月に実施予定の都条例改正によって暴力描写などの反社会的表現を含んだ作品への規制強化と共に、児童ポルノ撲滅運動として「非実在青少年」による性的表現を含んだ作品も規制していくという条例改定案を発表しました。








『不健全』『１８歳未満に見えるか』など、あまりに曖昧であり、人によってはいくらでも拡大解釈されます。


つまり、主観によっては


「行政側が気に入らない作品だけ規制する」事ができるのです。











